


そこは珊瑚礁の海だった

　海という、地球の7割を占めるほどに広大な広がりのなかで、熱帯の珊瑚礁はそ

のわずか 0.1%の面積だといいます。そこに、全海水魚の4分の1もの種類の魚が

住んでいるのは、それだけ豊かな生態系がはぐくまれている証。これは、ＮＨＫで放

送していた「プラネット・アース」という番組で語られていた事です。僕は今回の宝

船展を見て、突飛な比喩かもしれませんが、そんな珊瑚礁の海のような印象を受け

たのです。

　少し説明が必要でしょう。今回の宝船展のテーマは、「オープンスタジオ　想像の

海へ！」です。ギャラリートークの日、そのことを意識せずに会場に足を踏み入れた

のですが、最初に目に入った作品が矢花さんと子どもたちによる巨大な壁画でした。

地下の展示室ということも関係していたのかもしれませんが、天井の高い空間の天井

ぎりぎりの高さに掲げられていたことで、車椅子の僕にとっては海中から水面を見上

げるような感覚になっていました。そこに繰り広げられていた色彩に満ちた子どもたち

や花や生き物たちの浮遊するようす、空間を埋める珊瑚の産卵のような点々…。こ

こで僕の感覚の中に珊瑚礁が準備されてしまったようです。

　続いてのソナンタさんの「海の世界」という作品について、「なぜ海なのですか？」

という質問をしてしまった僕は、「テーマが海ですから」というお答えに、自分を恥じ

ました。それ以降、「海」を意識するように見てまわると、先程の珊瑚礁のイメージ

が存在感を増してきたのです。ここは、ただの海ではない、想像の海。新たな命が

生まれ、多様な生態系を支える珊瑚礁の海なのではないか。

　車椅子で、流れるように移動していたので、水中を泳ぐ感覚と近かったせいかもし

れません。壁面を飾る大小の作品は魚たちを、床から立ち上がる作品は海藻類を、

鮮やかな色の座面をもった椅子はイソギンチャクを連想させます。ウルスの皆さんの

オブジェは、立ち上がる岩礁か、はたまた沈没船か。ただ、そういった形態上のア

ナロジーを超えて、ここの作品群が相互関係しながら生み出している全体に注目す

べきだと気付きはじめるのです。

　たとえば、中村隆さんのスケッチが、色とりどりの魚が列をなすように壁面を泳いで

います。すると、おとなりの柴山さんのスピーカーたちが、その魚たちの列を横断し

て音を出しています。普通、美術館の壁面というのは、額に入って回りの空間から

独立し、作家の個性・作品性を保証された作品が整列しているものでしょう。そういっ

た古典的（？）な美術を鑑賞する制度が、ここでは軽 と々乗り越えられて、重なりあ

い、侵略しあい、作品の境界は融け合って展示室全体が珊瑚礁のような豊饒な世

界を造っている…。

　さらに、ここが珊瑚礁に見えたのは、海全体との面積比とも関係するのですが、「こ

んなところ、めったにない」と感じたからです。僕らが日常生活している現代都市の

なかで、こんなに自由な空間は、超レア・ケースなのではないでしょうか。県立美術

館という公の場所でありながら、世の中の権威や、ジャンルや、年齢性別や商業主

義からも自由。特定の共同体という訳でもなく、主義主張を一にするでもなく、お互

いを尊重しながら干渉する訳でもなく、自分の表現を精一杯生きている。珊瑚礁の

生態系が絶妙なバランスで成り立っているように、上からの力ではなく相互の微調整

の総体として成り立っている空気感とでもいうような…。これこそ、ＳＭＦという運動体

が時間をかけて培ってきた宝なのかもしれません。

　奥の暗い部屋は、大陸棚の崖の下。みゃうかさんの月は、海の環境に鼓動を与

える潮の満ち引きを支配しています。すると床に開いた井戸は、江戸の裏路地の共

同井戸というより、海底火山の噴火口に見えてきます。その噴火口、あるいはカル

デラの縁に三々五々集まって、中を覗き込みながらラウンドテーブルが行われました。

噴火口から噴き出してくるのは、「夢のシート」です。地中からの熱によって有機物

が生命体へと変貌するように、皆さんの夢が自由な会話の中から新しいアートへと動

き出す…。暗闇の中、参加者の視線は「夢のシート」に向けられて、お互いに面

と向かっての対話でなかったため、自由に意見がつぶやけたのもよかったと思います。

ギャラリートークより、発想の原点が感じられる場面もありました。壁の内側に散りば

められていたルーローの三角形は、幾何学図形なのにどこか有機的なものへの橋渡

しをするようで、静から動へ、夢が転がりはじめてアートになる、ロータリーエンジン

の比喩にも見えました。

　珊瑚礁にせよ海底火山にせよ、生々流転のエネルギーの源はビッグバンにあって、

それが宇宙という場を突き動かしているそうです。この宝船展のような場でこそ生か

される、我々の内なる表現への希求が確かにあることを実感しました。
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SMF宝船展 2019＠MOMASに参加して  石﨑幸治 

 

参加した感想 

� 昨年の宝船展を拝見したらいろいろな分野の面白い作品展示がありました。

そして何よりも出品者自身が楽しんでいる様子が伝わって来ました。私も参加

したいという思いが叶って、今年の宝船展に出品させていただきました。�

� 出品に際して何か審査があるのかなと思っていたら出品者アンケートを提出

したらすぐに許可されて拍子抜けしました。誰でも参加できるこのゆるさ加減

がいいですね。�

� 反省会で「来場者から作品について質問を受けたときに答えられなかった」

という意見がありました。他人の作品のことは分からないのは当たり前です。

「私も分からないです。一緒に考えましょう」と答えれば良いのですという主

催者の意見に笑ってしまった。�

� こんなに自由で出品者と来場者が交流して一体になる展覧会は他にはありま

せん。来年も是非参加したいし、皆さんの元気な顔を見たいです。�月の同時期

に地下の展示室に借り手が現れないように願っています。�

出品番号 01番 実写錯視画像 

� �

作品の解説�

� デジタルカメラの出現とインターネットの普及で写真を撮影して発表すると

いうことが大きく変わりました。フィルムカメラは撮影しても現像しなければ

画像を見ることができません。デジタルカメラは撮影後すぐにモニターで確認

することができます。写っていなかったという失敗がなくなりました。�

� それからカメラが進歩して難しい操作をしなくてもシャッターボタンを押せ

ば誰でも綺麗な写真を撮ることが可能になりました。撮影を専門にするカメラ

マンが段々必要なくなった。またインターネットの普及で紙媒体の印刷物が減

ってカメラマンという職業が専門職でなくなったと思います。�

� 綺麗に写るのは当たり前の時௦に⊂自の写真を撮るたࡵにはうしたら良い

のでしょうか。人㛫が㋃ࡳධれていないᮍ㛤の地に⾜って撮影する。あるいは

ⰼが‶㛤ࡸ⣚ⴥの時期に撮影する。ࡕらも撮影をするのは大変ですが、その

場に❧てば誰でも同ࡌような写真が撮れるように思います。�

� 見័れた㢼ᬒでも撮影者の考え抜いたᢏἲで⊂自のどⅬの㢼ᬒ写真が撮れな

いだろうか。今ᅇは㢼ᬒの一㒊を⤮ࡸ写真にしたものを現場にᡠってᐇ写する

᪉ἲで私の㢼ᬒ写真を作りました。今後は㖟ᗙᅄ┠交ᕪⅬ、ὸⲡᑎの㞾門ࡸ

ⓚᒃの㔜ᶫなᮾிのྡᡤをこのᢏἲで撮影するつもりです。�

出品番号 02番 錯ᙾ࠶٭ᑶ֥ 

� � �

作品解説�

� 㝡ⱁは自分で作ったᩱ⌮を気にධった㣗ჾで㣗たかったので ��年前にጞࡵ

ました。ᕷのタのㅮᗙに参加して月 � ᅇのไ作を⥆けました。ࡸはりᢏ⾡は

㞟୰ⓗにᏛࡪ必要があります。自分が‶㊊する㣗ჾを作れるようになるまで ��

年もかってしまった。�

� 㣗ჾのḟは㐀ᙧ作品を作りたいと思いました。他の人が作った作品のᢈホは

できますが、自分で作ってࡳるとくୖ手くできません。㣗ჾと㐪って⏝㏵が

ないものだから自由な発で今までに見たことないものを作りたいと願っても

作りたいᙧが思いᾋかࡧません。�

� ඛ人が作ったものを現するはᢏ⾡の伝ᢎとḧしい人がいるから大なこと

と思います。でも㐀者が誰でも┠ᣦす自分のᕤኵを加えて今の時௦でしか作

れないものはないだろうか。�

� 作者が思いを㎸ࡵて作った作品でも、その思いが見る人になかなか伝わらな

いことがあります。ヲしい説᫂がなくても見る人が思㆟に思う❧体はないだ

ろうか。一⏕ᠱに考えて見るゅᗘによってく㐪うᙧに見える「❧体㘒ぬ㝡

ჾ」を作りました。⪁いもⱝきも段ボール⟽のなき✰をないて「あれれ。変だ

な」と楽しんで下さったようです。�

ͤᙧはᮡཎཌྜྷさんの「❧体㘒ぬ」を参考にしました。�
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NO,3	石上城行	 	記憶の容	－舟－（テラコッタ）	 /	 大きな河(ドローイング)	

	

	

今回の宝船展では、テラコッタの作品と合わせてドローイングを展示した。一般的にテ

ラコッタの作品には古色仕上げと呼ばれる時間が経過したような風合いを出す仕上げを施

す場合が多いが、微妙なニュアンスを追求するあまり、派手さがない。そのため、慣れて

いない鑑賞者にとっては、退屈な印象を与えてしまう。よく「彩色をしてみてはどうか？」

というアドバイスをいただくが、（挑戦はしたが）あまりうまくいったことがない。そこで

最近取り組んでいるのが鮮やかな色使いのドローイングと合わせて展示するというスタイ

ルである。テラコッタ作品の形状とつながる色彩のドローイングを提示することで、想像

の幅を広げるきっかけになってほ

しいと考えている。	

今回は船のような形状のテラコ

ッタ作品の借景として青いドロー

イングを配してみた。船が記憶とい

う時間の海を自在に旅する様が想

起されるのではないかと期待して

いる。	

「�のKーU」では、���	

のl��÷t（大ĒでĐy

o�）をYタに、Þuĉ形

と �（Þu½像）ĕ使した

uĖ�のアーU作品を提Ç

してみた。このアイTDア

は「`Z（¨}作品à）」を

ÚóするÏ�をçけてきた

者として¹しいóÖをÊâ

する®考の経過を示した9

のである。これまでの¨}

の展示のようにúéされた

「`Z」と Ęに�き合う

のではなく、インタラHテ

D^なôáを�えることで

ćに「`Z」のăČがõえてくるのではないか？と考えたか<だ。最ã的にはこの作品を

uĖすることをĈ!て鑑賞者それ&れがれていた自|自Ăと出tってほしいと考えてい

る。ただ�Öする�ì¯はほとんどないので、まさに�のÔýということになるが、9し

どこかでQaンスがあればいつか挑戦してみたいと®っている。	

	

最«に「Fー_ンスタLF」で行われた「ライ^iインスタfーKcン」にøれて�く。

この展示が´Þした経èは、�´ĎをÙþするÓにこれまでの宝船展になかったôáを�

えようというÚ想か<�まった9ので、æÆ的に�´ĎのÙþは�わなかったがÈめて今

¼的なûみとなったと±!ている。	

展÷t場に、Å場者が様�なáÄを使って自Øに~作できる状Îをúéしたことで、~

作の´Æである「作品」と、~作の_ロOスを�間õることができる「スタLF」を�時

にuĖすることが�ìとなり、\Uが~ĉと®考を©ċしなが<~作Ï�にいそし7�の

一ßをõていただくことができた。多くのÅ場者（アーテDスU9、それs�9）がpÑ

しなが<ライ^±öで作品を×み出していく

様�は、まさにÁË的なインスタfーKcンで

あり、Ã展のGaッQ]fーNである「~ĉの

海」を提示することができたのではなかと考え

ている。きわめてアWログなこのûみが、期せ

#して多様なインタラHKcンをü¥したこ

とは、今«の展Đにつながる大きな´Æとなっ

たと�±している。	
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出品番号： 5 
作家名：		小野養豚ん 	

作品タイトル：Piglicious 	
制作年：  2018	
	

作品についての記述：  
	 養豚農家で育った経験から、豚をモチーフとして創作活動を続け

ています、小野養豚んです。今回の作品は、”	Pig	”と“	Delicious	”

をかけた造語	”	Piglicious	”	をタイトルとして、「豚は美味し

い」という意味を込めています。	

	

	 昨今では豚のペットの人気が急上昇しています。食肉とされず愛

でられ幸せに暮らす豚ちゃんがいる一方、生まれてから半年の間に

太った豚さんの仲間がぎゅうぎゅうにいる檻に入れられ、ストレス

などがある中、90〜110kg の体重増加をして気づいたら出荷場にい

て、さばかれていく食肉用の豚さんがいます。	

	

	 食肉の豚さんが飼育され出荷されていくことを見てきた作者に

とっては、まるでペットの豚ちゃんが夢の中にいる存在です。この

作品は、夢の中にいるようなペットとして愛でられ、もふもふの愛

らしい豚さんを見立て制作しました。 
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「クシャモゾ・オノマトペ」� �
加藤典子� 神尾真弓� 映像制作：橘敏輝� � �

参加型インスタレーション作品� ����～���� 制作� 作家蔵�
�

宝船展 �����
●会期 ���� 年 �月 �� 日�水�～�� 日�日�� ●会場� 埼玉県立近代美術館�地階一般展示室�

－１－�

ギュッギュッ� � 雪�
ザクザク� � 霜柱�
パリパリ� � 氷�
パキパキ� � ドングリ�
キシキシ� � イス�
ワシャワシャ� � 紙�
�
つかむ、踏む、つぶす、ゆらす、丸める…�
身体で奏でる音色とリズム…。様々な情景がよみがえる。�
ふとした場所で見つけたひそやかな音、感触にときめいたあの幼いころ。�
日常に潜む非日常から楽しさを発見する才能は、�
生まれた時から全ての人が持っていた。�
�
あの楽しさと最後に会ったのはいつだっけ？……�
�
�
※「オノマトペ」には『擬音語』と『擬態語』がある。�
� 『擬音語』とは物が発する音や声を真似て字句で描写した語句のこと。�
� 「サラサラ」「ワンワン」「ガシャーン」など。�
� 『擬態語』とは状態や心情などを表した言葉のこと。�
� 「ドキドキ」「ニコニコ」「キラキラ」など。�
 
 
 
 

� ■参加型インスタレーション内容�
� � 床に直接、クシャクシャと大まかにつぶした大量の紙を山のように積み上げておく。�
� � 紙の山は６畳ほどの大きさの紙を何枚も使用して形作る。使用した紙は模造紙を９枚�
� � ずつ繋ぎ合わせたものを ��枚用意した。模造紙の合計は ��� 枚。�
�
� � 参加者は手や足を使って好きなように紙の山を押しつぶしたり、ひねったり曲げたり、�
� � 尖らせたり凹ませたりしながら、その時に発生する音を楽しみつつ、自由に紙の塊を�
� � 変形させていく。変化する紙の彫刻とも言える。ただし、紙はやぶかないこと。�
� � そうやって楽しんだ後、参加者はつぶした時刻、発生した音がどう聞こえたかを言葉�
� � にして、手を加えた紙の部分に書き込んでもらう。�
� � 小さな子どもは紙と戯れるだけでもよい。�
�
� � 徐々に作品は縮んで、参加者の感じ取った「オノマトペ」がたくさん書き込まれている�
� � というのが最終形態となる。作品の変化を、映像作品としてアーカイブする。�
� � アーカイブ映像は �月 <RX7XEH で公開予定。【検索ワード】クシャモゾ・オノマトペ�

出品番号７�
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「クシャモゾ・オノマトペ」� �
加藤典子� 神尾真弓� 映像制作：橘敏輝�

参加型インスタレーション作品� ����～���� 制作� 作家蔵� �

ਜ਼� ཬ�

開࢟�

最終�
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「美を逆なで」�
加藤典子�

参加型インスタレーション作品� 出品番号８�

宝船展 �����
●会期 ���� 年 � 月 �� 日�水�～�� 日�日�� ●会場� 埼玉県立近代美術館�地階一般展示室�

 
来場者に、自分の持っている 

「たわいもない日常の切れ端であるレシート」を 
西洋美の象徴とも言える石膏像に貼ってもらう。 

 
あなたの日常が、いわゆる「美」を侵食し 

作品の一部になる。 
 

その意表を突く出会いは 
新たな価値観を表す、とともに可笑しみも誘い 

「美」とはなにかを考えるきっかけとなる、はず。 
 
 

そしてそれぞれの美の受け止め方に想いを馳せて欲しい。 
 
 

－１－�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「美を逆なで」�
加藤典子�

参加型インスタレーション作品� �
加藤典子� �

ਜ਼� ཬ�
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９. 久保田ひかる　『海』 
 

　私は今回、『海』をテーマに２つの異なる海を描きました。 
　１つは、あたたかくつめたい海です。 
　この絵は描いていてとても気持ちが良かったことを憶えています。あたたかいピンク色
や黄色を重ねていき、線の太さや長短で好きに描きました。 
　私は海にほとんど行ったことがありません。ですから、今回描いた海は私の記憶やイメー
ジの集合体だと考えています。あたたかくてつめたくて、こわい。でも、やさしい。ずっ
と見ているとなんだか泣きたくなるような、何故だかなつかしさも感じるような、それを
描きたかったのです。 
　空の色を映して、うねりながら表情を変えていくその姿を私は思い浮かべながら手を動
かしました。 
　私は海に潜ったこともほとんどありません。ですから、海に潜り、水中から見る海面に
太陽のひかりが透けたときの色を私は実のところ知りません。それはどんな色なのだろう、
その色の名前や、それを見ているときの私の気持ちを知りたい。その、不安や高揚を少し
でも自らの内で消化し描きたかったのです。 

　この絵は、映画『Blue Mind』という海外の映画から着想を得て描きました。 
　この映画には『海』という要素がたくさん出てきます。その海や、作中で使われた『青』
がとてもうつくしく、そして主人公の少女との交わりかたがとても印象的でした。硬質な
建物や映像と、透明な水との組み合わせがなんとも奇妙な生活感の無さ、現実味の無さを
演出しているのも素敵だと感じます。それを自分の感じたままに描いたのがこの絵です。　
また、私は主人公の少女が見た『海』を描いてみたかったのです。彼女が見た、彼女が感
じた、色や温度、音、水の感触。そういうものを描きたくなりました。 
　陽の光が透けた海面や、刻々と変わりゆく水の色、暗く恐ろしささえ感じる深い海底の
色。その冷たさや、水の音、肌を撫でていく水のやわらかさ。それを想像しながら書くの
は、とても楽しく素敵な時間でした。まるで、私自身が彼女が泳いだ『海』にいるようで
した。 
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10.	柴山拓郎	

Imaginary	Sphere	(Sound	Installa8on)	

designed	by	Takuro	Shibayama	@	ZKM	in	2017–2018	
system	designed	by	Hidefumi	Ohmura	&	Takayuki	Hamano	

produced	at	ZKM	|	Center	for	Art	and	Media	Karlsruhe	

　この作品は 2015年から2016年にかけて、SMFと電子音響ピープルプロジェクトで実施
したワークショップの85名の参加者の皆さんの完成作品を用いて作られています。それぞ
れの作品を構成している音の断片は、このコンピュータプログラムによって、より複雑性
の高い状態へと変調され、複数のスピーカーにばらばらに解体され、空間投影されます。
そのプロセスは、参加者の皆さんの作品が多層的に重なり合いながら、時間と空間の双方
に淡く滲みを作っていくこととも捉えられます。また、この作品の大きな特徴は「この作
品の作者はだれなのか？」という点が抽象化されている点です。人間の芸術的な活動の開
始は、20,000～30,000年前だと考えられます。だとすると、現在の私達が当たり前として
受け止めている、芸術の「創作ｰ作品ｰ受容」といった形は、長い歴史の中でのごくわずか
な期間に確立した慣習に過ぎないともいえるでしょう。このような現在の慣習化された環
境下で、社会的に構築される芸術の価値形成に係わる社会戦略と、創作そのものがどういっ
た関係なのだろうか、ということについて大きく疑問を持ったことが、こうした作品（プ
ロジェクト）を作るきっかけになっています。そしてそのきっかけは、ほかでもない2007
年からはじまったSMFでの活動によって得られました。創造性を多様性に求めるとき、私
自身、作家として自分にできることと、多様性の高いフィールドを広めていくことが、あ
る意味相反した方向性を持っているということに気づかされ、試行錯誤を重ねながら活動
を継続しているところです。 
　この作品は、ドイツのカールスルーエ･メディアアートセンター (ZKM, Zentrum für 
Kunst und Medien Karlsruhe) で、音楽バージョンとサウンドインスタレーションバージョ
ンとに分けて作られ、2018年6月末に、双方が同センターで初演･展示されました。 
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11 清水 和乃 『Sailing』 
昨年に続き今回も参加することが出来て、とても楽しかったです。 

昔、ローリングストーンズの「Sailing」という曲を聞いた時は。若者が人生の門出に出発

するという意味の歌と勝手に解釈していました。ですが最近あらためて Web で検索して歌

詞をみたとろ、死出の旅への出発という意味でたいへん驚きました。 
� 終活に向かい始めた私にとってはぴったりの歌です。 
� この歌に寄せたイメージの作品を作ってみました。多くの皆さんに見ていただき感謝し

ております。 

 

31 宮野内喜美  『浮遊する』 

 

今まで集めたものを、透明感のある、パネルに 
並べてみました。 
形の面白さの組み合わせです。 

たくさんの方に見ていただき、楽しかったです。 

12 シミズフローラルデザインスクール� 『記憶』 

 
�  ࠊࡾసࣝࢿࣃࢆࢪ࣮ࣛࢥࡓࡏࢃྜࢪ࣮࣓ࡢศ⮬ࠊࡢࡽࡁᢤࡾษࡢ࡞㞧ㄅࠊ⮬ྛ
 ࠋࡓࡋࡲࡋసရࡢࡘ୍ࠊ࡚ࡏࢃྜࠊࡋ⌧⾲Ⰽ࡛ࠊࢆࡢࡶࡿࢀࡽࡌឤࠊࡽసရࡢࡑࡽࡉ
సࡓࡗேࡢ㑅ࡔࢇⰍ㚷㈹ࡓࡋேࡢᛮ࠸ᾋࡿⰍࡢ㐪ࡀ࠸㠃ⓑࠋࡓࡋ࡛ࡓࡗ 
� ཧຍ⪅ࡢ㒊ࡢసရࢆ㸲ᯛࣝࢿࣃࡢ୪࡚ᒎ♧ࠋࡓࡋࡲࡋ 
� ᬑẁࡣసရࢆస࡞࡞ࠊࡶ࡚ࡗࡢேࡣぢ࡚ࠊࡀࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡀࡇࡃࡔࡓ࠸ 
ከࡢࡃ᪉ぢ࡚ࡁࡔࡓ࠸ឤㅰࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ 
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社会芸術 /ユニット・ウルス　沃土プラン
Email:syakaigeijyutu@icloud.com   https://artngo16.wixsite.com/socialart
安部大雅、渋田廣文、蒼浩人、 長谷川千賀子、 森山哲和、 吉田富久一

協力
考古造形研究所

「 沃土プランによる 沃土プラント」
“野良の藝術へ向けた前哨”

アートの機能回復
廃棄物を彫刻としたジャンクアートが２０世紀美術史で語られ

久しいが、これに限定せずとも、アート自体もまた新たな廃物の
増産とは言えまいか。今日、私たちを取り巻く社会において効率
を求められるが故に、放射能や農薬、化学肥料、遺伝子組換など
が先行し、事情はより深刻となっている。
　今回の作品では、閉鎖した倉庫に残されたパレットを原点のプ
ラント(plantの原意-植物を育てる意味としての装置)として組み
立て、農の役割に転化させる。その内部空間には、内壁に縄文思
考を喚起させる札が貼られ、三苗の百姓が乱舞した。
　この展示の後、作品はファームに持ち込まれ、実際に堆肥作り
が開始されることで社会的働きかけをもってアートの機能回復・
農の復権を図る。

写真下、2019年1月の宝船展／埼玉県立近代美術館後の様子

2017年、ファーム・インさぎ山(さいたま市緑区)にて煙突オブジェを
用い、もみ殻燻炭やメタセコイアの炭を焼く様子  写真：石崎幸治)

農が都市をささえている
埼玉県見沼・三室での展開について
　見沼は古来より御沼とも謳われ讃えられる湖沼・湿地で
あり、江戸時代の新田開発後は広大な穀倉地となり都市
(江戸)の胃袋をささえてきた。同時に豪雨の際には遊水池
として江戸・東京の水害を緩和の役割をはたした。見沼三
原則以来の無住の歯止めがあり、現在緑地化計画法に守ら
れているものの、水田は僅か４パーセントまでに減少。し
かし、その緑地に将来を見据えれば、人口減少(100年後現
在の3分の1に減少 内閣府統計資料)に予想される都市の空洞化
のなかで、残された人は緑地へと向かい、本来の農に目覚
め、安全な食の復権を求めるのではないだろうか。

　農が都市を支えている。都市の中に農地を内包するさい
たま市ならではのテーマ提案が「沃土」。今回のねらいで
ある。
プラントとは、一般にイメージされる工場施設としてで

はなく、そもそもが農における沃土づくりから発した言葉
である。つまり、テクノロジーの発展の原点に農がある。
　人間は宇宙に飛び立とうとも、大地に根ざし自然の中で
連綿と支え合う様々な命の中にあって、自然の一部として
しか生きえない。生命のボーダーとしての警告がある。
　近年各学会等で黒ボク土に人為の炭の痕跡が認められ報
告された。縄文以来、一万数千年の長きにわたって見沼の
畔、三室に住んだ人々は田畑を耕し、野焼きや堆肥を施し
沃土を形成してきた。我々はその原点に遡ろうと考えた。
　美術館の天井に届かんばかりにそびえ立つ六角形構造
物。その素材は閉鎖される倉庫の奥に眠っていた重々しい
木製の米(こめ)用パレットで、戦後間もなく作られたもの
だ。今回、堆肥作りの囲いとして組み立てられることで、
産業廃棄物としての焼却を免れた。美術館での展示の後
に、INAKA Projectの畑へ持ち込まれ再設置され、実際の
堆肥づくりが開始される。　　
　沃土プランでは、 来る2020年の芸術祭を迎えるにあた
り堆肥をつくり、沃土をこしらえる計画であり、さまざま
に縄文思考の回復を図ろうとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　2019年３月15日

三苗の百越・百姓踊り　　　　　
　今から２万年ほど前までは氷河期で、東チャイナランド
が大きく拡がり、日本列島は大陸に含まれていた。境界付
近には古・三苗族という先史時代人が暮らしていた。氷河
期が終わり大陸と島嶼が分離すると、同族は日本列島側と
遼東半島付近とに別れて住むことになる。
　列島側では種子を携えて日本列島にやってきた三苗と、
獲物を追って北方ツングースとが混血して縄文人となる。
彼等は狩猟採集と焼畑を頼りに独特な土器を焼く。
　一方大陸に別れた三苗・百越の民は水稲の灌漑や洪水か
ら身を守る土木事業を得意とした。やがて、海を挟んで同
族の住む彼の地のことは、伝承の域へと遠退いていく。

札のメッセージ　　縄文思考／蕩尽について
蕩尽は、現在は財産を蓄積せず使い果たしてしまう意味に使われるが、使い尽
くすことで、ちゃんと循環させる意味をもつ。無償の贈与であり「おもてな
し」である。社会における資本の蓄積と次元を違え存在する。

2019年1月19,20日　パフォーマンス／蒼浩人
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わたしの条件 
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14_菖蒲澤 侑_わたしの条件_1/2 

14_菖蒲澤 侑_わたしの条件_2/2
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１５　suzu　「毎日ユニコーン」

夢や願いを叶えたいと願っている誰かのためには

実現する勇気や力を。

元気がないあなたには

優しく包み込む愛を。

ひとりじゃないと気づいてもらえるように

今日もユニコーンを描き続けている。

なぜ、ユニコーンを描くのか？

ユニコーンには夢や願いを叶える力、癒しの力があると言われている。

私がユニコーンを描く理由がここにある。

　　　　

なぜか人気だった「焼きトウモロコシ・ユニコーン　　　　　　　　　今回一番人気だったユニコーン。万年筆で描いたもの。

火消しの意味を込めて。「ぷかぷか浮かぶユニコーン」を消火器の側に飾ってみた。

たくさんの方が応援してくれている。

それを今まで以上に感じることが出来た素晴らしい時間でした。

みなさんありがとうございました！
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「ヒカリ」と「カゲ」の楽しみ方、遊影シリーズ。
「あるもの」＝物体を「ヒカリ」で照らすと「カゲ」が現れます。

「ヒカリ」から物体の距離・方向・角度により、長く・短く、厚く・薄く、

伸びて・縮んで「カゲ」の表情が変わります。

単純な「モノ」から現れる不思議な「カゲ」を捜し、見つける、装置。

触って参加する。

ヒカリとカゲを楽しむ装置 触ることにより交遊装置とも言う、その㻝

TAKARABUNE-EXHIBITION 2019 №㻘㻝㻣㻌田中 清隆 「方法装置」 TAKARABUNE-EXHIBITION 2019 №㻘㻝㻣㻌田中 清隆 「方法装置」

ヒカリとカゲを楽しむ装置 触ることにより交遊装置とも言う、その㻞

「ヒカリ」と「カゲ」の楽しみ方、遊影シリーズ。
これからもᑡし䛵つカ䝍䝏を変䛘て⧅がる。
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SMF 2019年 宝船展                                             
出品番号１９ 
名前	 中村元 
題名 双頭のパフォマー 

	  

2019 宝船展は来場者も増えてお客様の声も喜んで聞こえた。SMF の年間で宝船

展は大変楽しみな催しの一つだ	写真を撮りだして足掛け６０年位になるが十

代の頃は故郷の祭りの写真(花火)で推薦を貰、	

其処が写真の原点かも知れない	

今回は写真を加工して表現する作品で参加した。作品つくりはパソコンでファ

イルを開き妄想を繰り広げるのだ	

出品したアイスラブや双頭のパフォーマーは此の年齢になってやっと見えてき

た風景かなと一人思っている。	

画像を重ねたり透明度を変えたりフィルタをかけて一瞬に画像の変化が現れた

ときは	

楽しさが倍に成る。	

	

	

今回はパフォーマにも参加さ�ても:い楽しかった、																		

ĉは½ú¶ĜのĜいÑなのだ、Īえたいと思ったのは１９６Ŗ年œŖîのìä

Ýæë人Èþの¼Ãで�5てú¶Ĝを見てお客さんが大喜0していたのがÊれ

:れ�(Ď�!�に見えた)其れか:Â�をÖしてŔ０年Īえたいとī�ðÔ

$をÊれないでいたのだ�	

其の年Ŕäさいた3Á�のv見ĊĢ�Ņ��祭�のĬĿ写真を撮りēけて	

１０年ĂのáたAった祭りもĐ>りかけた頃VラTIのĢ�でお¦¶を²ďし

ていたġÑĤか:来年はú¶Ĝを²ďし8� と声が聞こえたので	įがと聞

きĶすと}た$だとĶpがĶってきた	すかさ�Úえてとī�と今â此処に来

い9とī>れ®Ü６á�頃ĥくと	Â�のÐ2ĸれてĥってくれた。	

��Łで!のÝか:おċ�がµ3った、其の年はńćòĴ大ŇøがĲきた年な

のでĞくĪえている。xĒĠĚに¡かった年でも�ったのだ。	

此のlĀは年Ļ者が¯く!のá	ě�もŖŖÒでġÑだった。	

ċ�はõしくNMGd、zでĪえた。	

�れか:œŕ年がđ$Êれ:れない思い出は	

UdZWラマöÏ�»ę作	¹ñりえnô³の一代Ĭ�eK¨ŀ~à£ŔŖ

年のìä風景�にú¶をĜたのだ。	

�の思い出は]ーランWgJSンスIÁ	ÁïwŎでのライブだ	

此のĭは��のきかい。	

½ú¶Ĝはĉの宝だß年はĽÇのjつのH_ラbーでj回½ú¶ĜをÓňした。

{áもは	お¦¶をUdコでó3�ているが	

今回の SMF 宝船展ではは`XTVÝ�ħĹ中村Çのu間を¢んで½ú¶ĜをÓ

ňするpが出来てðÔ$Ğかった。čと±ŏのu間とoし1りにスUーOにČ

てておqいをたたえ��pが出来た。	

SMF 宝船展はÛしい作ºさんが¾し'つ増えて広がりを見�ているので思Ėľ

Įしなが:ēけてĥきたいとŌ�。�w場の©ûăČĵ代ĕĦŎ様には	

É��をÍİýしkげ3すåņ�ÉÇい3す。	
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20 　「3分スケッチング」　中村 隆

3 分クッキングからヒントを得て、3 分スケッチン
グを思いつきました。手元にコピックという画材
があったので、使ってみました。実際には 3
分以上かかったものもありますし、3 分以内で
描いたものもあります。時間はとにかく、1日1枚、
3日で 3 枚…1 年で 365 枚のスケッチができあ
がります。相当な枚数です。日々の慌ただし
い中で、たった3 分時間があれば！お湯を注
いでカップ麺ができあがる間！ちょっと気分転
換に！ 3分間の創造の海へ！

ポスター

20 　「3分スケッチング」　中村 隆
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出品番号	 	 	 23 
作者	 	 	 日本庭園協会埼玉県支部 
作品名	 	 向月台 
 
向月台イメージスケッチ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
向月台断面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
向月台	 空積みによる城石垣 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	  
	 	 	 	  

作品�'3*/. 
日本�城�石積み�z�nにW$V	#����� 
石�|[�csi��!b~X��る
��#95にo��� 
出品作品�+30ー2�城積�n$vf���T��石積み��x #��w=	 �b~�Cy@

��� 
+30ー2$����<g������#�#にZS��!�Au��!��a��る�#�#�d

{
�!��#
石�vYに�る�p��	 �� 
t?�QR��空��P空に}�月$x��� 
 
 
 
日本庭園協会埼玉県支部�庭$作る�$86に���るr7��J��る�����
vf�る

�$p��
 庭�向�F���る� 
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作品２４	 色を編む	 №２	 「内と外」	 	 	 	 根岸	 和弘 

 
 
	 このテーマは、額に納められ壁に掛けられている作品から床面の「かざ車」へと変容して

いく過程を表す。 
額縁内の作品は、帯状の多彩な色と水玉模様を造形要素とし、編み込む技法で幾何学的なイ

メージを構成する作品であり、これを起点とした。 
その下にかけられている作品は、カラフルな帯と水玉に分解され、フレームから脱出し、イ

メージから開放される流れを表している。 
これらの造形要素は透明な「かざ車」と出合い、日常の空間に展開して行く。 
 
（１）色を編む～額装作品「内」 

５色の帯の支持体が即、表現となる。編み込む技法で構築した平面、さらに水玉模様

を配することで幾何学的なイメージを強調する作品とした。 
 

（２）イメージの開放～「外へ」 
編み込まれた平面は構造上ほぐれやすく、帯状の色と水玉に分解され、その過程を落

下するiとして表現した。 
 

（Ò）展開～「外」 
日常の空間にÇり£�た造形要素は、�}された透明な「かざ車」に出合いËを]け

（m内なのでMr的に起こした）、�にカラフルな水玉模様の多様なZ�と�色に'

り、D5?カルな空間を作る。 
床面に配¬された「かざ車」¦５Ï�の°�は、NまでÃ外でのイH46レー2BH

でS�して�た%のであり（�和IhÆIp^I��な�）、このObから外へ«が

ることの¹|とした。 
 

（４）/ー=H46ジ/ 
展�Obに�たに·けられた/ー=H46ジ/はライ<イH46レー2BHやGー

12B7=を»¾な%のとし、�Ìと-ー9をT�する�cをX出した。 
 は?:「かざ車」のGー12B7=で\Yしましたが、k成作品を�にする\Y

の¤Êからそれがl~で�た。 

 

41 42



本作は、

野菜 果物をモチーフにした

合成皮革を表面材料とする座面である。

25 座ってごらんな菜
根本賢（ネモ本舗）

宝船展2019にて

野菜 果物をモチーフにした座面のスツールとベンチ
４脚を出品し、「さわれる」「すわれる」「うごかせる」
をコンセプトに展示した。

本作が果たした役割

①会場内の鑑賞の拠点
②写真撮影スポット
③語らいの場
④休憩の場
鑑賞者の手によって単なる作品としてではなく、
場を形成する装置として機能したといえるだろう。

ഢいڔúē֦âのプűńĳトとしてē、コŰĳ
Ļūンとしてēܛവがあるのではないか。

؇֍は機能ĕගのŔŮĬーĻūンをࣳĕし、
「ネモ本舗」というŚŭンōಾでୖをしよう
とדえている。

f作品Ĩťーļ

f宝船展 2019 の展示Ԕ
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 ～ガウディへの憧憬～¡HOLA!
作品番号27　作）増田めぐみ

タイル
モザイク
アート

建築家アントニ・ガウディが好きで、テレビの特集や本など、よく観ていました。
そのうち、実際の建造物をナマで観たくなり、バルセロナへガウディの建造物を尋ねる旅をしました。
大胆で独創的な作風に圧倒され感激しました！　その中でも特に自由で芸術的なタイル装飾に魅了され、
自身でも、タイルモザイクアートを創ってみたくなり、色々調べてみたところ…
「タイル」と一言で言っても、古典芸術としてのタイルアート、建築インテリアとしてのタイル装飾、タイルを使った雑貨など
なかなか奥が深く、また趣味手工芸としてはかなりマイナーで（笑）教えてもらえるところを見つけるのが大変でした…
それでも、現在のタイル作家の先生との出会いからクラフトタイルアートを習い始め、数年経ち腕も上がってきたので
あのバルセロナ旅行のガウディの思い出を詰め込んだ集大成！！　をコラージュ風のオリジナルデザインにして
タイルアートで仕上げ、「 HOLA!～ガウディへの憧憬～」を今回初出展させていただきました。　　　　　 【増田めぐみ】

 ～ガウディへの憧憬～¡HOLA!
作品番号27　作）増田めぐみ

タイル
モザイク
アート

サグラダファミリアの
天井の光と計算され
た角柱をイメージ

サグラダファミリア
のモニュメントのイ
メージ
HOLAはスペイン
語で『やぁ！』

グエル公園のベンチ
をイメージ

コロニア・グエル
教会の流線型の
天井をイメージ

コロニア・グエル教会
のステンドグラスのイ
メージ

カサ・バトリョの幾何
学模様の床のイメー
ジ

HOLA
GAUDI

たくさんの方にご観覧いただき、ありがとうございました！
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 Social Capitalism   
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌  

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 SYUTA䠄୕࿘ኴ䠅 
 

Social Capitalism(Plato䇻sCave)䛿SYUTA(୕࿘ኴ)䛸䝻䝃䞁䝊䝹䝇ᅾఫ䛾᪥⣔ୡ䜰䞊

䝔䜱䝇䝖䛾Mike Saijo(䝬䜲䜽䞉䝃䜲䝆䝵䜴)䛜ᐇ䛩䜛䜰䞊䝖䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛩䚹 

2018ᖺ䛾⛅䛻2ே䛾䝁䝷䝪䝺䞊䝅䝵䞁䛷⏕䜎䜜䛯సရ䛿䚸Mike䛜᪥ᮏ䛷ฟ䛳䛯ே㐩

䛾ఝ㢦⤮䜢㏱᫂䛺䝅䞊䝖䛻ᥥ䛝䚸䛭䜜䜢SYUTA䛜䝩䜲䞊䝹≧䛻⤌䜣䛰䝣䝺䞊䝮䛻䛿䜑㎸

䜏䚸ྞ䜛䛧䛶ᅇ㌿䛥䛫䝇䝫䝑䝖䝷䜲䝖䜢↷ᑕ䛧䛶䛭䛾ᙳ䜢ቨ䛻ᢞᙳ䛧䜎䛩䚹䝍䜲䝖䝹䛾

Plato䇻s Cave䛿ྂ௦䜼䝸䝅䜰䛾ဴᏛ⪅䝥䝷䝖䞁䛾ᥦၐ䛧䛯䛂䝥䝷䝖䞁䛾Ὕ❍䛾ẚ႘䛃䜢ᶍ

䛧䛯సရ䛷䛩䚹䝩䜲䞊䝹䛻䛿䝁䝭䝳䝙䝔䜱ẖ䛾⫝̸ീ⏬䜢䛿䜑㎸䜏䚸␗䛺䜛䝁䝭䝳䝙䝔䜱ẖ

䛻」ᩘ䛾䝩䜲䞊䝹䜢సᡂ䛧䛶䚸ྠ୍䛾✵㛫䛻ྞ䜛䛧䛶䜖䛝䜎䛧䛯䚹⫝̸ീ⏬䛾䝗䝻䞊䜲䞁

䜾䛿ู䚻䛾␗䛺䜛䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸䛧䛶Ꮡᅾ䛧䛶䛔䜎䛩䛜䚸ᢞᙳ䛥䜜䛯ീ䛿ྠ୍✵㛫䛾୰

䛷㔜䛺䜚ྜ䛖䛣䛸䛷䛾⼥ྜ䜢ᅗ䜚䜎䛩䚹2020ᖺ䛾ᒎ♧䛷䛿䚸┴ෆ䛷䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢㛤ദ

䛧䛺䛜䜙ཧຍ⪅䛻䜘䜚ไస䛥䜜䛯సရ䛸䚸ཧຍ⪅䛾⫝̸ീ⏬䜢ᥥ䛔䛶ᒎ♧䜢䛧䛶䜖䛟ィ⏬

䛷䛩䚹䝽䞊䜽䝅䝵䝑䝥䜢⾜䛳䛯䝁䝭䝳䝙䝔䜱ẖ䛻䝩䜲䞊䝹䜢సᡂ䛧䚸」ᩘ䛾䝩䜲䞊䝹䜢ኳ

䛛䜙䛴䜛䛧䜎䛩䚹䛭䜜䛮䜜䛾䝩䜲䞊䝹䛿䝇䝫䝑䝖䝷䜲䝖䛛䜙↷ᑕ䛥䜜䛯ග䛛䜙ᢞᙳ䛥䜜䛯

ീ䛷୍䛴䛾✵㛫䜢ᇙ䜑䛶䜖䛝䜎䛩䚹ᅇ㌿䛩䜛䝩䜲䞊䝹䛛䜙ᫎ䛧ฟ䛥䜜䜛ᫎീ䛿㉮㤿ⅉ

䛾䜘䛖䛻ᕠ䜚✵㛫య䛻ື䛝䜢స䜚ฟ䛧䜎䛩䚹 

ᚋ䜒䝁䝭䝳䝙ⓗẖ䛾䝔䞊䝬䛻ᇶ䛵䛝䚸䝩䜲䞊䝹䜢ไస䛧ᒎ♧䛧䛶䜖䛝䜎䛩䚹䝩䜲䞊䝹䛻

䛿ఝ㢦⤮䛰䛡䛷䛺䛟䚸ಶ䚻䛻䜘䛳䛶ᥥ䛛䜜䜛సရ䜒ᢞᙳ䛧✵㛫䜢ᇙ䜑䛶䜖䛟䛣䛸䛷⪅

䛸䛾㛵䜟䜚ྜ䛔䜢⪃䛘䛶䜖䛝䜎䛩䚹 
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29 月のみつめる先 
みゃうか 

 
ふかふかの雲の上で 

のんびり休んでいる月が 

空のずっとずっと向こうのほうに 

何かを見つけたようです。 

 

 

  

 

雲にもたれかかり優雅に何かを見つめる月をイメー

ジした作品です。 

素材には和紙を使用し、中に LED を入れて月の質

感を神秘的に表現しています。 

また、和紙が軽くて丈夫なこともあって、手に持っ

て楽しむことができるのもこの作品の特徴です。 

実際何人もの子どもたちがうれしそうにこの月を抱

きかかえてくれました。その笑顔をいくつも見るこ

とができて、こちらとしてもうれしい限りです。  
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��� 灯りの中のことば� � � みゃうか＆京
けい

穂
すい

�

�

現代アーティストみゃうかさんと書道家京穂とのコラボレーション作品です。�

みゃうかさんが作った和紙玉に、文字を書かせていただきました。今回は �つの和

紙玉を展示することになったので、百人一首の中から「春・夏・秋・冬」の句を選

びました。�

和紙玉の柔らかい雰囲気が百人一首という古風なイメージを和らげてくれるかな

という思いを込めて百人一首を選びました。�

今度は見た人みんなが読みやすい現代風なものも書いてみたいと思いました。�

和紙玉に関しては、様々な和紙を使うことで灯りを入れた時に多彩な表情が出るよ

うにしたとのことです。また、筆に関しては墨の筆ペンだけでなくピンクや深緑な

どのカラーインクの筆ペンを使用し、四季を表しました。�

�

�

写真１：和紙玉� � � � � � � � � 写真２：春の句�

�

和紙玉の中の /('ライトや上から吊るすための方法には少し工夫が必要でしたが、

みゃうかさんのおかげでバランス良く吊るすことが出来ました。�

和紙玉の肌触りなども感じてほしかったのですが来場者の方は触ってはいけない

と思っていたようだったので、次回からは一言書いておきたいと思いました。�

�

� � � �
�

�

写真３：展示の様子� � � � � � � 写真４：京穂（左）みゃうかさん（右）�

�

�

�

�

� � � �

写真㸳・㸴：/('ライトⅬ灯時�

�

作品のᶓにࣀートを⨨き、展示ᮇ㛫中に来てくださった方からのメࢭࢵージを㡬き

ました。�

�

「᫇の人の㨦のᐜれ≀のよう」�

「ᗁⓗで⣲ᩛです�」�

「⒵される感じがします」�

「四季のⰍྜいと、百人一首の季⠇感。ࢳࢵ࣐している気がします」�

「とても⥡㯇です��どうやって作ったんだࢁーって⯆深いです͐��緑Ⰽがಶ人

ⓗにዲきですݓ⣽い文字が上ᡭで⣲ᩛな作品でした」�

「さࢃらせてくれてうれしかったです」�

�「いですࡈってす࠶かしいことばがかいてࡎࡴ」

�

�

ⓙさんに⯆をᣢってもら࠼て⣲ᩛな時㛫となりました。和紙玉に文字を書くとき

はಟṇがかないのでとても⥭ᙇしました。ᬑẁはᬑ㏻の༙紙に書くので❧యの紙

に書くということはとてもᴦしい⤒㦂となりました。（京穂）�

�
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人生を懸けて、リアルな虫を作り続けること。。。 

 

あの日、あの場所で出会った虫・・・ 

記憶の中の虫たちが、 

あなたを、あの日、あの場所へと導いてくれます。 

さあ、虫たちと一緒に、時空を越えた旅に出よう！ 
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35 番� 山口素子� 「飛翔～大海原へ花船に乗って～」 
 

今回、宝船展 2019 へ初参加させていただきました。 
アートクラフトタイルを工具で割って細かなピースにし、ベニヤ板に図案を描き様々なモチーフ

を画面へ構成したところへ四角、三角、丸や花びらやしずくのような形に小さくカットしたタイル

を、サイズや貼り方やスペースなどを考えながらモザイク状に貼り並べて製作いたしました。 
図案は吉祥紋様の青海波、千鳥、菊の花をあしらいました。今回の作品は、病に立ち向かう友人

を励ましたい！との想いから製作を開始しました。人は困難に直面したとき、不安、動揺、焦り、

苛立ちなど、様々な感情が湧きあがります。そのネガティブな感情が心を支配してしまったとき、

どうやって心を整え穏やかな気持ちにたどり着き、決意を持って困難に立ち向かっていくのでしょ

うか。心が強くなり前を向いてチャレンジをしていく、その心の動きや変化というものが、何に作

用され突き動かされそして原動力となってポジティブに前へ進んでいけるのだろうか？と考えま

す。それは、人が持つ内面の力と環境や周辺が与えるいろいろな出来事であったり経験であったり

が作用するのではないでしょうか。時間というのも前を向く力のひとつかもしれません。 
私が作品を製作するときには、必ずストーリーがあります。自分の生活の中で何かが起きたとき、

あるいは、心を動かされたりハッとする出来事に遭遇すると私の中で事件となって心が動かされま

す。その心の振動を受け止め気持ちを落ち着かせたいと願ったり、何とかならないかと思ったりす

ることを作品の中に閉じ込めます。何かのエネルギーが湧きあがると作品への意欲や情熱が満ちて

きます。皆さんもきっとそういう経験があるのではないかと想像します。 
製作中はとにかく楽しいの一言です。作っている時間が愛おしく大切に思いながら集中できて充

実感を得たりします。つらいとか間に合わないからどうしようとか、そういうことで製作したこと

は一度もありません。期限や何かの制約に縛られたくないからです。もちろん肩が痛くなったとか

目が疲れたとかそういった症状には悩まされます。作品に閉じ込めた時間というのは、私の願いや

希望や素敵なことが起こりますようにと思いながら作るので、自分に何があったのか、その時どう

思っていたのか、「私の歴史の目撃者」が作品ということになります。私にとりましても自分を振

り返れる作品となりました。今後もタイルモザイク作品を様々な出来事の中でライフワークとして

製作していけたらと思います。 
この度はこのような素晴らしい発表の機会を頂き、事務局担当者の皆様にも大変お世話になり本

当にありがとうございました。 
 
【展示会場風景】 

� � �  
 

 
【製作┿㸯࣭㸰㸸ベニヤのୖに花の形で作ったタイルをそれࡒれ乗せていく】 

� � � �  
【製作┿㸱࣭㸲㸸千鳥の形にカットしたタイルをᩓらして波をモザイク状に貼っていく】 

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
【製作┿㸳࣭㸴㸸波が出来ୖがったら⫼景となる⤃Ⰽの小さく四角くカットしたタイルを貼っていく】 

� � �  
【製作┿㸵㸸タイルとタイルの㝽間に目ᆅᮦをୖからሬり込ࡩࡳきྲྀり☻き作ᴗして成】 

� �  
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『 Dot-Line Celebration 2019 』
NO.37
横 田 龍 堂 

『 Dot ‒ Line Celebration 2019 』
2019 年平成天皇が退位される年になりました。長い平成と
いう時代も終わり、新しい時代を迎えるにあたり、私の作
風も新しいものにしたい。
仕事柄、文字を扱うので、印刷物や広告に目が向いてしま
います。この印刷物の文字と、幼少期から書道をやってい
ましたから、それをミックスすることが、私としては自然
な流れです。コラージュというのは、いろいろなものが混
ざっていて、私の好みに合います。
今回『 Dot ‒ Line Celebration 2019 』と名付けましたのは、
2019 年元号が変わることをお祝いする。そして、お祝いに
向くような配色にして、「ドット」は円満・角が取れていて

柔らかい印象を花のように作り、「ライン」は書道や墨象の
力強い線で幹を作っています。今後、人を気持ち良くさせ
られる作品を制作していきたいと思う 2019。

宝船展 2019@MOMAS
「オープンスタジオ 創造の海へ！」

▫会期 2019 年１月 16日（水）～ 20日（日）  ▫会場 埼玉県立近代美術館 B1一般展示室１ ▫主催 SMF/ 埼玉県立近代美術館

新年の宝船展 2019「オープンスタ
ジオ 創造の海へ！」に参加できた
こと、心より感謝申し上げます。
多くの方に作品を見て頂き、いろ
いろな感想を頂いたことを励みに、
切磋琢磨して行きたいと思います。
この作品展の醍醐味は、幅広いジャ
ンルの先輩方の作品に刺激を受けな
がら、新年をスタートすることがで
きることだ思います。他のアーティ
ストの素晴らしい作品の着想や、熱
意に勉強させられることが多かった
です。
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宝船展 �����
●会期 ���� 年 � 月 �� 日�水�～�� 日�日�� ●会場� 埼玉県立近代美術館�地階一般展示室�

「オープンスタジオ」�
会場内アトリエ風空間�

この「夢のスタジオ」で�
アーティストが〝ライブインスタレーション〟を行います。�

�
〝ライブインスタレーション〟とは『展示空間を含めて全体を作品とし、�

見ている者がその「場」にいて体験できるアート作品』のことです。�
�

会期中は、数名のアーティストが�
〝ライブインスタレーション〟を行いますので、�

ご来場の皆さまは、アーティストの作品作りに関わったり、�
お話をしながら制作の様子を楽しんでいただけたら幸いです。�

�
またここは、ご来場の皆さまの「夢のスタジオ」でもあります。�

いつでも、どなたでも、自由に参加出来ます。�
絵やもの作りなど、画材や材料を使って�

思うがままに表現してください。�
壁面に直接書いても結構です。�

どうぞ気軽に楽しんでください！�
�

制作した作品は、オープンスタジオ内の壁面に貼ったり、�
床に置いたりして、展示してください。�

お持ち帰りいただいても結構です。�
作品には制作年月日、タイトル、よろしければ�

お名前もお書きください。�

 

●

宝船展����

－１－�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「オープンスタジオ」�
会場内アトリエ風空間�

˛数名のアーティストがライブインスタ� �
� レーションと、ϭーέショρプなどを�
� 行った。また来場者は壁に絵をඵいた� �
� り、ો材を使って作を楽しんでいた。�
� ुは子どもたちでわった。�

－̐－�
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夢のシート（アートプロジェクトの素）
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三浦清史

　今年の仕掛けは「オープンスタジオ」、テーマは「想像の海へ！」…… Beyond The Reef か！
　毎日続く朝ドラだってアヴァンタイトルで前日のエピソードを繰り返しているのですから、昨年のあとがきと少
なからず重複してもお許しいただけるだろうと甘えて書き始めました。
　「まだ見たことも聞いたことも経験したこともないようなモノゴトを創りだすこと、これまで見えなかったモノ
ゴトが見えるようになること、これまでとモノゴトが違って見えるようになり、生きることが豊かになることを目
指した活動をする」こんなマニフェストをかかげて、ぼくたちが10年以上楽しんできたＳＭＦも、昨年からは親
離れをして成年期に入りました。
　成人になれば子供をつくりたくなるのが大

ひ と
人の常、というよりも男女共通の欲望、結果、ＳＭＦも可愛い息子（も

しかしたら娘）を授かり、それが「宝船展」、新春のアンデパンダン展です。
　「かわいい子には旅をさせよ」の故事に倣ったからか、昨年は「場所と表現をめぐる旅」がテーマでした。今年
はいよいよ「創造の海へ！」船出です。青山さんの「まえがき」によれば、そこは珊瑚礁の海、Bing Crosby ば
りにBeyond The Reef でも口

くちずさ
遊みながらの出帆です。

　しかし、「ラウンドテーブル」、「さんなすび展」、「アートのまつり」のＤＮＡを受け継いだやんちゃな「宝船展」、
出展者たちはそんなテーマにはお構いなく自由奔放、昨年を超えた作品数の揃い踏み。そのほか、鳴り物入りの獅
子舞を皮切りに、いくつものパフォーマンスで大賑わい、会場入口際に設営されたオープンスタジオでは、作品製
作を続けるＳＭＦアーティストたちの中へ、参加する入場者が押しかけます。そして「アーティストおみくじ」で
平成最後の新春の運

うんだめ
試し、前後左右の作品の間を練り歩くと奥に暗く怪しげな部屋が、そこでは魅力的な灯りや影

の作品に隠れて、炉端と見紛う井戸底にまだ見ぬプロジェクトの夢が秘かに映しだされていました。そうそう、恒
例のラウンドテーブルも青山さんのリードでその井戸端で行われ……と、今年も盛りだくさんの宝船展でした。

■
　いずれこの記録集も「アート長屋」に収蔵されます。「アート長屋」もぼくたちSMFが運営するアンデパンダンの
インスタレーションで、アートに関心をもつ誰でもが、ネット上の長屋に敷金家賃なしで部屋を借り、そこで自分の作
品や夢を表現することができる仕組みになっています。この長屋には隣接して「アート物置」と呼ばれる蔵が建ち、そ
こには書架もあり、この記録集をはじめ様々な作品、報告がしまわれたアーカイブズでもあります。長屋には井戸もあ
り道行く人も入居者たちもそこに集い、住戸の作品や蔵の中から話の種を引っ張り出し井戸端会議に花が咲く、そんな
ヴァーチャルコミュニティを目

もくろ
論んで発足した「アート井戸端」でしたが、まだ充分に活用されているとは言えません。

　年にいちど、アートを表現する側ばかりではなく、企画する側、楽しむ側、様々な立場から、相
face to face
対で、作品を語り、

夢を語り、思いを語り合うひとときを持つ「ラウンドテーブル」、　「宝船展」はこの「ラウンドテーブル」と「アート長屋」
を両親として産まれたインスタレーションで、昨年
の「あとがき」によれば「アート長屋」が母親です。

■
　結局、昨年の常体を敬体に代えたプロローグ
シーンだけで終わる「あとがき」になってしまい
ましたが、出展者の方々、会場に来て下さった
方々、そして一緒に主催をして下さった埼玉県立
近代美術館のご厚意に、SMF一同 厚く御礼申し
上げること、この感謝の気持と、来年も参加協力
してくださるに違いないというぼくらの期待こそ
が、この「あとがき」の本分だとして筆を（とい
うよりタブレットを）置くことにします。

珊 瑚 礁 の 彼 方 へ

9 SMF 履歴書SMF 履歴書
■　幼年期（PRE SMF時代）
 2002年 ヒアシンスハウスをつくる会、発足
 2004年 ヒアシンスハウス竣工
 2006年 さいたまアート懇話会
 2007年 さいたまアートフォーラム研究会
■　少年期
 2008年度 SMF発足
 　  平成 20年度 文化庁「芸術拠点形成事業」（ミュージアムタウン構想の推進）
   LINK! ミュージアムからアートの風を !!「風の記憶」…… アート竜巻フェスタ2008
 2009年度　 平成 21年度 文化庁「美術館 ･博物館活動基盤整備事業」
   SMF アートのわっ！「風の行方」…… あつまれアートのつむじ風2009
 2010年度　 平成 22年度 文化庁「美術館 ･歴史博物館活動基盤整備支援事業」
   交差する風 織りなす場「風の軌跡」…… SMFアート楽座 ･アートバンク2010
 2011年度　 平成23年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「つながる Heart Art」
 2012年度　 平成24年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）
   Saitama Art Platform 形成準備事業「ひろがる」
■　青年期
 2013年度　 SMFの組織化
   （会則の作成、会員の会費による運営、フォーラムの開催とフォーラムの決議による運営）
 2014年度　 平成 26年度 地域と共働した美術館 ･歴史博物館創造活動支援事業
   あなたとどこでもアート「小さな家プロジェクト」(衣 ･食 ･住をテーマにした3年計画の初年　「住」)
 　  　　「アート長屋」建設
   　　「アートのまつり」開催
 2015年度　 平成 27年度 地域の核となる美術館 ･歴史博物館支援事業
   あなたとどこでもアート「着がわりプロジェクト」(衣 ･食 ･住をテーマにした3年計画の２年目「衣」)
   　　「アート長屋」入居開始
 　  　　「宝船展Ⅰ」開催
 2016年度　 平成 28年度 地域の核となる美術館 ･歴史博物館支援事業
   あなたとどこでもアート「おかわりプロジェクト」（衣 ･食 ･住をテーマにした3年計画の最終年「食」）
   　　「宝船展Ⅱ」開催
 　  さいたまトリエンナーレ2016に参加
   　　「SMF学校」運営 
■　成年期
 2017年度　 組織化されたSMFの自立した活動の初年
 　  　　「宝船展2018＠MOMAS」開催
 2018年度 親ばなれして自立しようとすれば、それなりに忙しい。
   　　大宮アートフェスティバル2018で ｢ＳＭＦアートパーク」開催
   　　入間市博物館ではSHUTAさんのワークショップに柴山さんの
   　　「電子音響ピープル」、北浦和の商店街に光るきたうらワンが
   　　現れたり、ハロウィンで「変身★自分仮面を作ろう」等々々………
　  　　　 この 「宝船展2019＠MOMAS」が終わっても、休む間もなくMOMASの扉が待っている。
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